
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
並
び
に
第
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
中
国
の
地
域
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
以
後
の
混
乱
等
の
状
況
の
下
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
な

く
同
年
九
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
出
生
の
届
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
同
日
に
お
い
て
日
本
国
民
と
し
て
本
邦
に
本
籍
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
（
そ
の

出
生
の
日
に
お
い
て
日
本
国
民
と
し
て
本
邦
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
者
を
両
親
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
中
国
の
地
域
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
以
後
の
混
乱
等
の
状
況
の
下
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
な

く
同
年
九
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
同
日
に
お
い
て
日
本
国
民

と
し
て
本
邦
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
を
母
親
と
し
、
か
つ
、
同
日
に
お
い
て
日
本
国
民
と
し
て
本
邦
に
本

籍
を
有
し
て
い
た
者
（
同
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
父
親
と

し
て
同
月
三
日
以
後
中
国
の
地
域
で
出
生
し
、
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者

三
　
中
国
の
地
域
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
以
後
の
混
乱
等
の
状
況
の
下
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
な

く
同
年
九
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
同
日
に
お
い
て
日
本
国
民

と
し
て
本
邦
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
及
び
こ
れ
ら
の
者
を
両
親
と
し
て
同
月
三
日
以
後
中
国
の
地
域
で
出

生
し
、
引
き
続
き
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認

め
る
者

（
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
樺
太
の
地
域
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
以
後
の
混
乱
等
の
状
況
の
下
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
な

く
同
年
九
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
樺
太
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
同
日
に
お
い
て
日
本
国
民

と
し
て
本
邦
又
は
樺
太
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
も
の

二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
を
両
親
と
し
て
昭
和
二
十
年
九
月
三
日
以
後
樺
太
の
地
域
で
出
生
し
、
引
き
続
き
樺
太
の

地
域
に
居
住
し
て
い
る
者

三
　
中
国
の
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
が
認
め
る
者

（
一
時
帰
国
の
目
的
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
親
族
の
訪
問

二
　
墓
参
り

三
　
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
を
養
育
し
た
者
で
あ
っ
て
本
邦
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
目
的
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
目
的

（
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
）

第
四
条
　
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
永
住
帰
国
の
た
め
の
旅
行
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
永
住
帰
国
旅
費
」
と

い
う
。
）
の
支
給
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
が
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
初
め
て
永
住
帰
国
す
る
場
合
に
行
う
も

の
と
す
る
。

（
永
住
帰
国
旅
費
の
内
容
）

第
五
条
　
永
住
帰
国
旅
費
と
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
居
住
地
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
か
ら
本
邦
に
お

け
る
居
住
予
定
地
ま
で
の
船
賃
、
航
空
賃
、
鉄
道
賃
及
び
車
賃
並
び
に
旅
行
中
必
要
と
認
め
ら
れ
る
宿
泊
料
、
食

費
そ
の
他
の
費
用
で
、
当
該
永
住
帰
国
の
た
め
の
旅
行
及
び
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
の
親
族
等
（
第
十
条
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。
第
七
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
本
邦
へ
の
旅
行
に
要
す
る
も
の

を
い
う
。

２
　
前
項
の
旅
費
は
、
法
の
目
的
に
照
ら
し
最
も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
旅
行
し
た
場
合
の
費
用

に
よ
り
計
算
す
る
。

（
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
方
法
）

第
六
条
　
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
は
、
金
銭
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

き
、
そ
の
他
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
乗
車
船
券
の
交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に

よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
の
申
請
）

第
七
条
　
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い

う
。
）
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
永
住
帰
国
旅
費
支
給
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
は
、
申
請
者
の
親
族
（
本
邦
に
居
住
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
代
理
人
と
し
て
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
居
住
地
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
申
請
者
の
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
申
請
者
に
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
申
請
者
に
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
申
請
者
（
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
次
に
掲
げ
る
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者

が
申
請
者
の
永
住
帰
国
に
同
意
す
る
旨
の
書
面

イ
　
申
請
者
の
配
偶
者
（
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
申
請
者
又
は
そ
の
配
偶
者
（
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
者
（
申

請
者
と
本
邦
で
生
活
を
共
に
す
る
た
め
に
本
邦
に
入
国
す
る
も
の
を
除
く
。
）

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
書
面
の
ほ
か
、
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
の
決
定
に
必
要
な

書
類
又
は
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
定
及
び
通
知
）

第
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
の
要
否
及
び
額
を

決
定
し
、
申
請
者
に
対
し
て
書
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
決
定
の
取
消
し
）

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

一
　
中
国
残
留
邦
人
等
が
虚
偽
の
申
請
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合

二
　
中
国
残
留
邦
人
等
が
支
給
を
受
け
た
永
住
帰
国
旅
費
を
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
に
要
す
る
費
用
以

外
の
用
途
に
使
用
し
た
場
合

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
し
て
書
面
を

も
っ
て
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
親
族
等
）

第
十
条
　
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
永
住
帰
国
す
る
中
国
残
留
邦
人
等
と
本
邦
で
生
活
を
共
に
す
る
た
め
に
本

邦
に
入
国
す
る
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
の
親
族
等
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
中
国
残
留
邦
人

等
の
親
族
等
（
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
と
本
邦
で
生
活
を
共
に
す
る
た
め
に
本
邦
に
入
国
す
る
も
の
で
あ
っ
て
当

該
中
国
残
留
邦
人
等
に
同
行
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
配
偶
者

二
　
十
八
歳
未
満
の
実
子

三
　
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
程
度
の
障
害
が
あ
る
実
子
（
配
偶
者
の
な
い
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て

当
該
中
国
残
留
邦
人
等
又
は
そ
の
配
偶
者
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
も
の

1



四
　
実
子
で
あ
っ
て
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
（
五
十
五
歳
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活

に
相
当
程
度
の
障
害
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
永
住
帰
国
後
の
早
期
の
自
立
の
促
進
及
び
生
活
の
安
定
の
た

め
に
必
要
な
扶
養
を
行
う
た
め
本
邦
で
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
者
と
し
て
当
該
中
国
残
留

邦
人
等
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
も
の

五
　
前
号
に
規
定
す
る
者
の
配
偶
者
（
前
号
に
規
定
す
る
者
に
同
行
し
て
本
邦
に
入
国
す
る
も
の
に
限
る
。
）

六
　
前
各
号
に
規
定
す
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
者

（
自
立
支
度
金
の
支
給
）

第
十
一
条
　
法
第
七
条
に
規
定
す
る
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
の
生
活
基
盤
の
確
立
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
（
以
下
「
自
立
支
度
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
が
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後

初
め
て
永
住
帰
国
し
た
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
自
立
支
度
金
の
額
）

第
十
二
条
　
自
立
支
度
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一
　
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
一
人
に
つ
き
十
七
万
四
千
円
（
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族

等
の
う
ち
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
一
人
に
つ
き
八
万
七
千
円
）

二
　
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
の
う
ち
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
に
お
い
て
十

八
歳
以
上
で
あ
る
も
の
の
数
に
同
日
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
一
人
に
つ
き
〇
・
五
を
加
え
て
得
た

値
が
、
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
二
以
下
　
十
七
万
三
千
百
円

ロ
　
二
・
五
以
上
三
・
五
以
下
　
八
万
六
千
五
百
五
十
円

（
自
立
支
度
金
の
支
給
の
申
請
）

第
十
三
条
　
自
立
支
度
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、

本
邦
に
上
陸
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
自
立
支
度
金
支
給
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
申
請
者
の
住
民
票
の
写
し
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
（
在
留
資
格
（
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
在
留

資
格
を
い
う
。
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
）

三
　
申
請
者
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
申
請
者
（
中
国
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
も
の
に
限
る
。
）
に
次
に
掲
げ
る
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者

が
申
請
者
の
永
住
帰
国
に
同
意
す
る
旨
の
書
面

イ
　
申
請
者
の
配
偶
者
（
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
申
請
者
又
は
そ
の
配
偶
者
（
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
（
申

請
者
と
本
邦
で
生
活
を
共
に
す
る
た
め
に
本
邦
に
入
国
し
た
も
の
を
除
く
。
）

五
　
申
請
者
に
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
申
請
者
に
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

七
　
申
請
者
に
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

３
　
申
請
者
に
つ
き
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
永
住
帰
国
旅
費
の
支
給
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
申
請

の
時
に
、
当
該
申
請
者
に
つ
き
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
者
が
別
段
の
意

思
表
示
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
第
七
条
第
四
項
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
自
立
支
度
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七

条
第
四
項
中
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
各
号
」
と
、
第
八
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
三
条
の
二
　
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
以

後
に
生
ま
れ
た
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
（
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
本
邦
に
住
所
を

有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
ま
れ
た
日
以
後
中
国
の
地
域
又
は

樺
太
の
地
域
そ
の
他
の
中
国
の
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
そ
の
者
の
置
か
れ
て
い
た
事
情
に
か
ん
が
み
、
明
治

四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請
）

第
十
三
条
の
三
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
八
条
の

八
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し

て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
日

三
　
か
つ
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く
。
第
十
八
条
の
八
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ

る
者
に
あ
っ
て
は
、
国
民
年
金
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
（
以
下
「
基
礎
年
金
番
号
」
と
い

う
。
）

四
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
政
令
第
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
に
規
定

す
る
老
齢
基
礎
年
金
等
（
以
下
「
老
齢
基
礎
年
金
等
」
と
い
う
。
）
の
受
給
権
者
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
基

礎
年
金
番
号
及
び
当
該
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
（
年
金
の
種
別
及
び
そ
の
区
分
を
表
す
記
号
番
号
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
が
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
日
の
前
日
（
そ
の
日
が
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
同
月
三
十
一
日
）
ま
で
の
期
間
の
う
ち
、
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
期
間
に
係

る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
本
邦
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

五
　
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
居
住
地

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
申
請
者
が
昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
申
請
者
が
前
条
に
規
定
す
る
中

国
残
留
邦
人
等
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

七
　
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
所
持
し
て
い
る

と
き
は
、
当
該
書
類

八
　
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
権
者
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
金
の
年
金
証
書

九
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
払
を
受
け
る
金
融
機
関
の
名
称
及
び
口
座
番
号
を
記
載
し
た
書
類

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
全
部
又
は
一
部
の
添
付
の
必
要
が

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
書
類
の
添
付
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
七
条
第
四
項
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
第
七
条
第
四
項
中
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
書
面
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類
」
と
、
第
八
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
年
金
対
象
残
留
期
間
を
有
す
る
者
の
申
出
）

第
十
四
条
　
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
旧
保
険
料
免
除
期
間
又
は
新
保
険
料
免
除
期
間
と

み
な
さ
れ
た
期
間
を
有
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
、
速
や
か
に
、
日
本
年
金
機
構

（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
か
つ
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
最
後
に
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資

格
を
喪
失
し
た
後
に
氏
名
を
変
更
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
変
更
前
の
氏
名

2



三
　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
及
び
か
つ
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二

十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
（
以
下
「
個
人
番
号
」
と
い
う
。
）
又
は
基
礎
年
金
番
号

四
　
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る

最
後
の
住
所

五
　
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
権
者
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号
及
び
当
該
年
金
の

年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

２
　
前
項
の
申
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
申
出
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
申
出
者
が
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年

法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
出
者
に
係
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
（
同
法
第

三
十
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
に
限
る
。
）

四
　
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
日
の
前
日
（
そ
の
日
が
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
同
月
三
十
一
日
）
ま
で
の
期
間
の
う
ち
、
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
期
間
に
係

る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
令
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
永
住
帰
国
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

３
　
第
一
項
の
申
出
書
は
、
申
出
者
の
住
所
地
の
市
町
村
長
（
都
の
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
区
長
と
す
る
。
）
を
経

由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
機
構
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
特
例
追
納
の
申
出
等
）

第
十
五
条
　
令
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
（
以
下
「
特
例
追
納
」
と
い
う
。
）
の
申
出
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
申
出
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
申
出
書
に
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の

他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
前
条
の
申
出
を
行
っ
た
後
に
氏
名
を
変
更
し
た
者
（
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
っ

て
は
、
変
更
前
の
氏
名

三
　
特
例
追
納
を
行
お
う
と
す
る
月
数

四
　
個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号

２
　
特
例
追
納
は
、
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
百
四
十
一
号
）
別
紙
第
四
号
の
十
五
書

式
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
繰
上
げ
年
金
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
）

第
十
五
条
の
二
　
令
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
繰
上
げ
年
金
（
以
下
「
繰
上
げ
年
金
」
と

い
う
。
）
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
を
経

由
し
て
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号

三
　
繰
上
げ
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

２
　
前
項
の
請
求
書
は
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請
と

同
時
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
経
由
の
た
め
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
老
齢
基
礎
年
金
等
の
額
の
改
定
の
請
求
）

第
十
六
条
　
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
等
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
請
求
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号

三
　
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
請
求
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
特
例
追
納
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
裁
定
の
請
求
の
特
例
）

第
十
七
条
　
請
求
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
際
に
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
令
第
十

七
号
）
第
二
条
又
は
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
厚
生
省
令
第
十

七
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
一
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
て
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
改
正
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
施
行

規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
提
出
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
金
の
国
民
年
金
証
書
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

令
第
十
二
条

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
以
下
「
旧
国
民
年
金
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
通
算
老
齢
年
金

旧
国
民
年
金
法
第
七
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金

旧
国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
老
齢
年
金

令
第
十
三
条

令
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
通
算
老
齢
年
金

旧
国
民
年
金
法
第
七
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金

旧
国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
老
齢
年
金

令
第
十
四
条

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
通
算
老
齢
年
金

（
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
）

第
十
七
条
の
二
　
令
第
十
九
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
第
三
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
係
る
事
務
と
す
る
。

（
申
請
書
等
の
記
載
事
項
）

第
十
八
条
　
第
十
三
条
の
三
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
す
る
申
請
書
、
申
出
書
又
は
請
求
書
に

は
、
申
請
、
申
出
又
は
請
求
の
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
等
）

第
十
八
条
の
二
　
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
（
法
第
十
三
条
第
二
項
の
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
当

該
世
帯
に
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
以
外
の
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
等
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
以

外
の
同
法
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
年
金

た
る
保
険
給
付
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
給
付
の
額
の
う
ち
支
払
を
受
け
る
も
の
の
月
額
に
相
当
す
る
額

（
そ
の
額
が
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
保
険
料
納
付
済
期
間
を
い
う
。
）
の
月
数
が
四
百
八
十
で
あ
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
同
法
第
二
十
七
条
本

文
に
規
定
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
月
額
に
相
当
す
る
額
を
上
回
る
と
き
は
、
当
該
額
）

ロ
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
支
給
さ
れ
る
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
額
の
う
ち
支
払
を
受
け
る

も
の

ハ
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当

す
る
額

3



ニ
　
ハ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
勤
労
又
は
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月

額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
勤
労
収
入
等
の
額
」
と
い
う
。
）
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、

一
万
五
千
円
）

ホ
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
を
養
育
し

た
者
で
あ
っ
て
中
国
の
地
域
又
は
樺
太
の
地
域
そ
の
他
の
中
国
の
地
域
以
外
の
地
域
（
本
邦
以
外
の
地
域
に

限
る
。
以
下
「
中
国
等
の
地
域
」
と
い
う
。
）
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る

墓
参
り
等
の
た
め
の
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
（
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
、
次
号
に
規
定
す
る
当
該
特
定

配
偶
者
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百

六
号
。
第
十
八
条
の
七
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

受
け
て
い
る
配
偶
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者

等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
額
が
同
号
ロ
に
掲
げ
る
額
を

上
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
に
限
る
。
）
の
渡
航
費
に
充

て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ヘ
　
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
勤
労
収
入
等
の
額
及
び
ホ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人

等
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る

保
護
（
以
下
「
保
護
」
と
い
う
。
）
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
収
入
（
平
成
二
十
五
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
お
け
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
若
し
く
は
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
、
平
成
二
十
七
年
度
の
予
算
に
お
け
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助

金
、
平
成
二
十
七
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
お
け
る
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
事
業
費
補
助
金
、
平
成
二
十
八
年
度
の
予
算
に
お
け
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
若
し

く
は
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
又
は
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
お
け
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
又
は
特
別
区
か

ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
に
よ
る
も
の
及
び
平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
又
は
令
和
元

年
度
の
予
算
に
お
け
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
助
成
費
を
財
源
と
し
て
市
町
村
若
し
く
は
特
別
区
又
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
行
う
団
体
が
販
売
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
よ
る
も
の
（
以
下
「
給
付

金
等
に
よ
る
収
入
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

チ
　
ハ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き

は
、
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相

当
す
る
額

二
　
当
該
世
帯
に
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
特
定
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
以
外
の
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き

は
、
一
万
五
千
円
）

ハ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
を
養
育
し
た
者
で
あ

っ
て
中
国
等
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た
め
の
当
該

世
帯
に
属
す
る
者
（
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
以
外
の
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係

る
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
額
が
同
号
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人

等
及
び
特
定
配
偶
者
等
に
限
る
。
）
の
渡
航
費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て

ら
れ
る
も
の

ニ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う

ち
、
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
（
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を
除
く
。
）
の

月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

ヘ
　
イ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、
当
該

特
定
配
偶
者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

三
　
当
該
世
帯
に
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
「
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
」
と

い
う
。
）
が
あ
る
と
き
（
当
該
世
帯
に
属
す
る
前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
特
定
配
偶
者
又
は
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
の
支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
特
定
配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て
は

継
続
し
て
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
が
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
特
定
配
偶

者
で
あ
っ
た
者
が
婚
姻
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
で

あ
っ
た
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
第
一
号
イ
又
は
ロ
に

掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
支
払
を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相

当
す
る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を

上
回
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
を
養
育

し
た
者
で
あ
っ
て
中
国
等
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の

た
め
の
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
（
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
以
外
の
当
該
世
帯
に
属

す
る
者
に
係
る
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
額
が
同
号
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
に
限
る
。
）
の
渡
航
費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡

航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ホ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月

額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ヘ
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
配
偶
者
支
援
金
（
以
下
「
配
偶
者
支
援
金
」
と
い
う
。
）

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
（
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を

除
く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

チ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と

き
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額

に
相
当
す
る
額

四
　
当
該
世
帯
に
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
以
外
の
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入

の
月
額
に
相
当
す
る
額
（
イ
に
掲
げ
る
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
と
き
は
、

そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
そ
の
上
回
る
部
分
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た

額
）

イ
　
そ
の
者
の
前
年
分
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
分
）
の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得

金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
か
ら
、
当
該
所
得
税
の
額
及
び
当
該
所
得
税
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
額
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
社

会
保
険
料
控
除
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に
そ
の
者
の
前
年
度
分
（
四
月
及
び
五
月
に
あ
っ
て
は
、

前
々
年
度
分
）
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
（
都
民
税
及
び
特
別
区
民
税
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の

額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ロ
　
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
に
必
要
な
費
用
の
月
額
で
あ
っ
て
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
も
の
と
当
該

特
定
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
等
に
係
る
も
の
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額

２
　
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
は
、
当
該
世
帯
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
前
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
八
条
の
三
　
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
世
帯
の
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の
特
定
配
偶
者
以
外
の
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
特

定
配
偶
者

二
　
当
該
世
帯
の
前
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者

（
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
等
）

第
十
八
条
の
四
　
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
配
偶
者
（
当
該
世
帯
に
当
該
特
定
配
偶
者
以
外
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
あ
る
と
き
（
当
該

世
帯
に
属
す
る
前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
同
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
特
定
配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て

は
継
続
し
て
当
該
特
定
配
偶
者
又
は
そ
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
婚
姻
を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係

る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
配
偶
者
が
支
払
を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き

は
、
一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
特
定
配
偶
者
又
は
次
号
に
規
定
す
る
特

定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
該
特
定
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
）
を
養
育
し
た
者
で

あ
っ
て
中
国
等
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た
め
の
当

該
特
定
配
偶
者
等
の
渡
航
費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ホ
　
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う

ち
、
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ヘ
　
配
偶
者
支
援
金

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
収
入
（
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を
除
く
。
）
の

月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

チ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、
当
該

特
定
配
偶
者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

二
　
当
該
世
帯
に
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
あ
る
と
き
（
当
該
世
帯
に
属
す
る
前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の

特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
支
援
給
付
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
特
定
配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
当
該
特
定
配
偶
者
が

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
婚

姻
を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
に
係
る

次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
第
十
八
条
の
二
第
一

項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
支

払
を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相

当
す
る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を

上
回
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
特
定
配
偶
者
等
を
養
育
し

た
者
で
あ
っ
て
中
国
等
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た

め
の
当
該
特
定
配
偶
者
等
の
渡
航
費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る

も
の

ホ
　
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月

額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ヘ
　
配
偶
者
支
援
金

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
（
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を

除
く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

チ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と

き
は
、
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額

に
相
当
す
る
額

三
　
当
該
世
帯
に
当
該
特
定
配
偶
者
等
以
外
の
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
（
イ

に
掲
げ
る
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相

当
す
る
額
か
ら
そ
の
上
回
る
部
分
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
）

イ
　
そ
の
者
の
前
年
分
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
分
）
の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得

金
額
か
ら
、
当
該
所
得
税
の
額
及
び
当
該
所
得
税
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
額
並
び
に
そ
の
者
の
前
年
度
分

（
四
月
及
び
五
月
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
度
分
）
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
額
を
控
除
し
て
得
た

額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ロ
　
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
に
必
要
な
費
用
の
月
額
で
あ
っ
て
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
も
の
と
当
該

特
定
配
偶
者
等
に
係
る
も
の
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額

２
　
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
は
、
当
該
世
帯
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
前
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
八
条
の
五
　
法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
世
帯
の
当
該
特
定
配
偶
者
以
外
の
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
特
定
配
偶
者

二
　
当
該
世
帯
の
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
特
定
配
偶
者
で
あ
っ
た
者

（
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
給
付
の
程
度
）

第
十
八
条
の
六
　
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
支
援
給
付
は
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
世

帯
の
収
入
の
額
が
当
該
特
定
配
偶
者
及
び
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
生
活
保
護
法
第
八
条
第
一
項
の
基
準

に
よ
り
算
出
し
た
額
に
比
し
て
不
足
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

第
十
八
条
の
七
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
含

む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
一
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
、
第
百
七

条
及
び
第
百
八
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
生
活
保
護
法
第
十
五
条
の
医
療
扶
助

（
以
下
「
医
療
扶
助
」
と
い
う
。
）
と
み
な
す
。

二
　
船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
、
第
九
十
七

条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
医
療
扶
助
と
み

な
す
。

三
　
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
七
条
の
四
、
第
七
条
の
六
、
第
七
条
の

七
、
第
十
八
条
の
四
、
第
十
八
条
の
四
十
五
、
第
十
八
条
の
四
十
六
、
第
十
八
条
の
四
十
七
第
二
項
、
第
二
十

五
条
の
三
、
第
二
十
五
条
の
二
十
四
の
二
、
第
二
十
五
条
の
二
十
四
の
四
、
第
二
十
五
条
の
二
十
四
の
五
及
び

第
二
十
五
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
支
援
給
付
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
者
を
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
（
以
下
「
要
保
護
者
」
と
い
う
。
）

と
み
な
す
。

四
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

イ
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
（
同
令
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
九
十
七
条
の
三
、
第
百
条
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
必
要
と
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す
る
状
態
に
あ
る
者
を
要
保
護
者
と
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
者
を
生
活
保
護
法

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
（
以
下
「
被
保
護
者
」
と
い
う
。
）
と
、
生
活
支
援
給
付
を
同
法
の

規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
と
み
な
す
。

ロ
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
七
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
八

条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の

促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項

（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

五
　
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
十
九
号
）
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
（
同
令
第
五
十
二
条
（
同
令
附
則
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
附
則
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
、

第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
四
条
の
四
第
二
項
及
び
第
六
十
五
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
者
を
被
保
護
者
と
、
支
援
給
付
を
必
要
と
す
る
状
態
に

あ
る
者
を
要
保
護
者
と
み
な
す
。

六
　
介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
附
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
者
を
被
保
護
者
と
み

な
す
。

七
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
六
十

四
条
及
び
第
六
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
み
な
す
。

八
　
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
一

号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
受
け
て
い

る
者
を
被
保
護
者
と
、
支
援
給
付
を
保
護
と
み
な
す
。

九
　
厚
生
労
働
大
臣
が
発
す
る
厚
生
労
働
省
令
以
外
の
命
令
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
。

（
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
の
申
請
）

第
十
八
条
の
七
の
二
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
支
給
申
請
書
を
法
第
十
四

条
第
三
項
又
は
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の

支
給
を
当
該
申
請
者
に
対
し
て
行
う
都
道
府
県
知
事
、
市
長
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
に
提
出
し
て

申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
者
が
特
定
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
の
申
請
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
、
市
長
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町

村
長
は
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
す
べ
き
事
実
を
戸
籍
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書

類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
申
請
者
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
）

第
十
八
条
の
八
　
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
申
請
者
及
び
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法

第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
次
に
掲
げ
る
事
項
（
申
請
者
に
あ
っ
て

は
、
第
四
号
に
規
定
す
る
氏
名
及
び
名
称
を
除
く
。
）
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
機
構
が
保
有
す
る
も
の
の
全
部

又
は
一
部
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
基
礎
年
金
番
号

三
　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項
及
び
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
事
項

四
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
並
び
に
法
律
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
た
共
済
組
合
の
組
合
員
及
び
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五

号
）
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項
並
び
に
事
業
所
又
は
事
務

所
の
名
称
及
び
船
舶
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称

（
一
時
帰
国
旅
費
の
支
給
）

第
十
九
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
時
帰
国
の
た
め
の
旅
行
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
一
時
帰
国
旅

費
」
と
い
う
。
）
の
支
給
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
中
国
残
留
邦
人
等
が
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
初
め
て
一
時
帰
国
す
る
場
合

二
　
中
国
残
留
邦
人
等
が
最
後
に
本
邦
に
上
陸
し
た
日
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
後
に
初
め
て
一
時
帰
国
す
る
場
合

２
　
前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
一
時
帰
国
旅
費
の
支

給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
時
帰
国
旅
費
の
支
給
の
申
請
）

第
二
十
条
　
一
時
帰
国
旅
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、

様
式
第
四
号
に
よ
る
一
時
帰
国
旅
費
支
給
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
居
住
地
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
申
請
者
の
生
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
申
請
者
に
次
条
に
規
定
す
る
親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
介
護
人
（
申
請
者
に
同
行
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
い
る
と
き
は
、

当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
親
族
等
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
十
八
歳

未
満
の
子
で
あ
っ
て
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
に
同
行
す
る
も
の
と
す
る
。

（
一
時
帰
国
の
た
め
に
介
護
人
が
必
要
な
場
合
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
に
つ

き
当
該
介
護
人
の
介
護
が
な
け
れ
ば
当
該
一
時
帰
国
の
た
め
の
旅
行
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条
　
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
八
条
並
び
に
第
九
条
の
規
定
は
、
一
時
帰
国

旅
費
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
条
中
「
居
住
予
定
地
」
と
あ
る
の
は
「
滞
在
予
定

地
」
と
、
「
船
賃
」
と
あ
る
の
は
「
往
復
の
船
賃
」
と
、
「
永
住
帰
国
」
と
あ
る
の
は
「
一
時
帰
国
」
と
、
「
（
第
十

条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
第
七
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
第
二

十
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
介
護
人
」
と
、
第
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
書
面
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
書
類
」
と
、
第
八
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
第
九
条
第
一
項

中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
「
第
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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様
式
第
一
号
（
第
７
条
関
係
）

様式第一号(第7条関係) 

永住帰国旅費支給申請書 

申

請

者 

氏名 

 (日本名) 生年月日 年  月  日 

 (現地名) 性別 男・女 職業 
  

本 籍 地  

居 住 地 

 

電話番号： 最寄乗

車駅名 

  

郵便番号： 

居住地以外の

連 絡 先 

 

電話番号：              郵便番号： 

居住予定地  

代
理
人 

氏名  続柄  

住所 
 

親

族

等 

氏 名 生 年 月 日 続 柄 職 業 配偶者の有無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶

者の自立の支援に関する法律による永住帰国旅費の支給を申請します。 

 

   令和  年  月  日 

申請者氏名             

(代理人氏名)           

 

 厚生労働大臣  殿 

様
式
第
二
号
（
第
１
３
条
関
係
）

様式第二号(第13条関係) 

自立支度金支給申請書 

申

請

者 

氏名 

 (日本名) 生年月日 年  月  日 

 (現地名) 性別 男・女 
帰国前

の職業 
  

個人番号                         

本 籍 地   

現 在 の

居 住 地 
  

帰国前の

居 住 地 
  

本邦に上陸した日 年  月  日   

親

族

等 

氏 名 生 年 月 日 続 柄 帰国前の職業 
配偶者の

有 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

  年  月  日     有 ・ 無 

 

  中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶

者の自立の支援に関する法律による自立支度金の支給を申請します。 

 

 

 令和  年  月  日 

申請者氏名            

   厚生労働大臣 殿 
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様
式
第
三
号
（
第
１
８
条
の
７
の
２
関
係
）

様式第三号(第18条の7の2関係) 

配偶者支援金支給申請書 

  ※実施機関等受付年月日 

1 配偶者支援金を受けようとする方の住所氏名 
  

2 
亡くなった特定中国残留邦人等の氏名 

  

※(支援給付受給者番号)   

3 特定中国残留邦人等の亡くなった日 令和  年  月  日 

4 
配偶者支援金を受けようとする方と亡くなった特
定中国残留邦人等が、永住帰国前から死亡の日ま
で継続した婚姻関係にあった事実の有無 

有  ・  無 

  上記のとおり相違ないので、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した

中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律(平成6年法律第30号)第15条

第1項又は中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法

律の一部を改正する法律(平成25年法律第106号)附則第3条第1項による配偶者支援金を

申請します。 

(申請日) 

令和  年  月  日 

申請者住所                           

申請者氏名                           

支援給付及び配偶者支援金の実施機関の長 殿 

(申請上の注意) 

1 ※印欄は記入しないでください。 

2 上記4欄の事実を証明する書類を添付してください。添付する書類の種類がわからない

場合は、実施機関に御相談ください。なお、添付書類を省略することができる場合があり

ます。 

3 この申請書は原則として、配偶者支援金を受けようとする方が申請してください。配偶

者支援金を受けようとする方と申請者が異なる場合は、両者の関係を証する書類及び配偶

者支援金を受けようとする方が申請できない理由を記した書類を合わせて添付してくだ

さい。 

  両者の関係及び申請できない理由によっては、実施機関において申請書を受理できな

いことがあります。 

4 日本名と中国名(又はロシア名)両方お持ちの方は併記してください。 

5 この申請書を提出した後で、実施機関から改めて審査のため必要な書類の提出を求める

ことがあります。 

様
式
第
四
号
（
第
２
０
条
関
係
）

様式第四号(第20条関係) 

一時帰国旅費支給申請書 

申

請

人 

氏名 

 (日本名) 生年月日 年  月  日 

 (現地名) 性別 男・女 職業   

本 籍 地   

居 住 地 

  

電話番号： 
最寄乗車駅名   

郵便番号： 

居住地以外

の 連 絡 先 

  

電話番号：              郵便番号： 

滞在予定地   

最後に本邦に上陸した日 年  月  日   

代
理
人 

氏名  続柄  

住所  

親
族
等
又
は
介
護
人 

氏 名 生 年 月 日 続 柄 職 業 

(18歳未満の子) 
  年  月  日 

  

(介 護 人) 
  年  月  日 

  

  中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配

偶者の自立の支援に関する法律による一時帰国旅費の支給を申請します。 

  令和  年  月  日 

申請者氏名             

(代理人氏名)           

 

  厚生労働大臣  殿 

 (注意) 「続柄」の欄は、申請者との関係を記入すること。 
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附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、

平
成
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
六
日
厚
生
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
〇
月
一
一
日
厚
生
省
令
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
基
礎
年
金
番
号
に
関
す
る
通
知
書
）

第
二
条
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
に
お
い
て
現
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
同

日
に
お
い
て
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
基
礎
年
金
番
号
に
関
す
る

通
知
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
又
は
法
附
則
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
六
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
（
法
第
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
済
組
合
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
共
済
組
合
」
と
い
う
。
）
の
組

合
員
（
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
の
任
意
継
続
組
合
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
で
あ
る
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
八
条
又
は
法

附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
社
会
保
険
庁
長
官
が
共
済
組
合
の
組
合
員
に
関
す
る
資
料
の
提
供
を
受
け
た
場
合

に
限
る
。
）

二
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
国
民
年
金
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
の
受
給
権
者
（
法
第
百
八
条
又
は
法
附
則

第
八
条
の
規
定
に
よ
り
社
会
保
険
庁
長
官
が
受
給
権
者
に
関
す
る
資
料
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。
た
だ

し
、
同
時
に
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
又
は
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三

号
）
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
）

２
　
国
民
年
金
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
当

該
国
民
年
金
手
帳
に
は
り
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
主
等
の
経
由
）

第
三
条
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
通
知
書
を
交
付
す

る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
を
使
用
す
る
事
業
主
を
経
由
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
共
済
組
合
の
組
合
員
に
通
知
書
を
交
付
す
る
と
き
は
、

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
共
済
組
合
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
条
の
二
　
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
二
の
規
定
は
、
附
則
第
二
条
第
一
項
の
基
礎
年
金
番
号
に

関
す
る
通
知
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
二
中

「
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
年
金
手
帳
の
提
出
を
受
け
た
と
き
又
は
第

八
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
年
金
証
書
の
交
付
）

第
四
条
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
に
お
い
て
現
に
新
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一
項

第
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
老
齢
福
祉
年
金
を

除
く
。
）
又
は
船
員
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
（
同
日
に
お
い
て
当
該
年
金
た
る
給
付
又

は
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
と
な
る
に
至
っ
た
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
そ
の
年
金
の
年
金
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
年
金
の
種
類
及
び
そ
の
年
金
の
年
金
証
書
の
記
号
番
号
並
び
に
年
金
コ
ー
ド
（
年
金
の
種
別
及
び
そ
の
区
分

を
表
す
記
号
番
号
を
い
う
。
）

二
　
受
給
権
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

三
　
受
給
権
を
取
得
し
た
年
月

（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
九
条
　
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
は
、
同

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
記
号
番
号

と
す
る
。

２
　
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
者
に
係
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
は
、
同
号
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
附
則
第
四
条
第
一
号
の
記
号
番
号
と
す
る
。

（
請
求
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
請
求
、
届
出
そ
の
他

の
行
為
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
っ
て
し
た
請
求
、
届
出
そ
の
他
の

行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
〇
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
一
日
厚
生
省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
二
日
厚
生
省
令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
二
六
日
厚
生
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申

請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き

者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
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に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改

正
規
定
（
第
十
三
条
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
二
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
繰
上
げ
年
金
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住

帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請

を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同

項
中
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
三
条
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請
と
同
時
」
と
あ
る

の
は
、
「
平
成
二
十
年
三
月
十
七
日
ま
で
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
支
援
給
付
の
実
施
の
方
法
）

第
二
条
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
特

定
中
国
残
留
邦
人
等
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
二
項
の
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
が
改
正
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
に
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
開
始
の
申
請
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
同
項
の
支
援
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
機
関
）

第
三
条
　
改
正
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
機
関
は
、
助
産
機
関
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
等
）

第
四
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
特

定
中
国
残
留
邦
人
等
以
外
の
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
（
当
該
世
帯
に
当
該
配
偶
者
以
外
の
特
定
中
国
残
留
邦

人
等
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
「
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
（
当
該
世
帯
に
属
す

る
前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の

支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
当
該
配
偶

者
又
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
配
偶
者
で

あ
っ
た
者
が
婚
姻
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
を
含

む
。
）
を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
配
偶
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十

八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
配
偶
者
が
支
払

を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
配
偶
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
勤
労
又
は
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る

額
（
以
下
「
勤
労
収
入
等
の
額
」
と
い
う
。
）
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
配
偶
者
を
養
育
し
た
者
で
あ
っ
て
中
国
等
の

地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た
め
の
当
該
配
偶
者
の
渡
航

費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ホ
　
当
該
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
生
活
保

護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ

れ
な
い
も
の

ヘ
　
配
偶
者
支
援
金

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
収
入
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を
除

く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額
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チ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、
当
該
配
偶

者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

二
　
当
該
世
帯
に
前
号
に
規
定
す
る
当
該
配
偶
者
以
外
の
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す

る
額
（
イ
に
掲
げ
る
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の

月
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
そ
の
上
回
る
部
分
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
）

イ
　
そ
の
者
の
前
年
分
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
分
）
の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得

金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。
）
か
ら
、

当
該
所
得
税
の
額
及
び
当
該
所
得
税
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
額
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
社
会
保
険
料
控
除

の
額
を
い
う
。
）
並
び
に
そ
の
者
の
前
年
度
分
（
四
月
及
び
五
月
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
度
分
）
の
道
府
県

民
税
及
び
市
町
村
民
税
（
都
民
税
及
び
特
別
区
民
税
を
含
む
。
）
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し

て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ロ
　
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
に
必
要
な
費
用
の
月
額
で
あ
っ
て
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
も
の
と
前
号

に
規
定
す
る
当
該
配
偶
者
に
係
る
も
の
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額

２
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
は
、
当
該
世
帯
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
か

ら
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
当
該
世
帯
の
当
該
配
偶
者
以

外
の
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
配
偶
者
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
給
付
の
程
度
）

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
支
援
給
付
は
、
同
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額

が
当
該
配
偶
者
及
び
前
条
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
生
活
保
護
法
第
八
条
第
一
項
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
額
に

比
し
て
不
足
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
標
示
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第

四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
生
活
保
護
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
様
式
第
三
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
中
「
生

活
保
護
指
定
（
医
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
指
定
（
医
）
（
又
は
生
活
保
護
指
定
（
医
）
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
四
第
二

項
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
に
つ
い
て
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
七
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
四
第
二

項
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
に
つ
い
て
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
九
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
支
援
給
付
の
実
施
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
配

偶
者
に
係
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い

う
。
）
第
十
八
条
の
二
か
ら
第
十
八
条
の
六
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
等
）

第
三
条
　
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
当
該
配
偶
者
（
当
該
世
帯
に
当
該
配
偶
者
以
外
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
あ
る
と
き
（
当
該
世
帯
に
属
す
る

前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
当
該
配
偶
者
又
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者

が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
婚
姻

を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

イ
　
当
該
配
偶
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一

号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
配
偶
者
が
支
払
を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
配
偶
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、

一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
配
偶
者
又
は
次
号
に
規
定
す
る
配
偶
者
で
あ

っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
該
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
）
を
養
育
し
た
者
で
あ
っ
て
中
国
等
の
地

域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た
め
の
当
該
配
偶
者
等
の
渡
航

費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ホ
　
当
該
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
保
護
の

程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
収
入
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
（
次

号
ト
に
お
い
て
「
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

ト
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き
は
、
当
該
配
偶

者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す
る
額

二
　
当
該
世
帯
に
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
あ
る
と
き
（
当
該
世
帯
に
属
す
る
前
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
そ
の
配
偶

者
で
あ
っ
た
者
が
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の

支
援
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
配
偶
者
で
あ
り
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
間
に
あ
っ
て
は
継
続
し
て
当
該
配
偶

者
が
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
支
援
給
付
を
受
け
、
か
つ
、
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
婚

姻
を
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
に
係
る
次
に

掲
げ
る
額

イ
　
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二

第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
が
支

払
を
受
け
る
も
の

ロ
　
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
事
業
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当
す

る
額

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
（
そ
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回

る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
）

ニ
　
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
当
該
配
偶
者
等
を
養
育
し
た
者
で
あ

っ
て
中
国
等
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
訪
問
、
中
国
等
の
地
域
に
お
け
る
墓
参
り
等
の
た
め
の
当
該

配
偶
者
等
の
渡
航
費
に
充
て
る
た
め
支
払
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
渡
航
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の

ホ
　
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当

す
る
額
の
う
ち
、
保
護
の
程
度
の
決
定
に
お
い
て
収
入
の
額
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の

ヘ
　
配
偶
者
支
援
金

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
収
入
（
給
付
金
等
に
よ
る
収
入
を
除

く
。
）
の
月
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

チ
　
ロ
に
掲
げ
る
額
以
外
の
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
収
入
等
の
額
が
一
万
五
千
円
を
上
回
る
と
き

は
、
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
収
入
の
月
額
に
係
る
必
要
経
費
の
額
に
相
当

す
る
額

三
　
当
該
世
帯
に
当
該
配
偶
者
等
以
外
の
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す
る
額
（
イ
に
掲

げ
る
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
を
上
回
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
収
入
の
月
額
に
相
当
す

る
額
か
ら
そ
の
上
回
る
部
分
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
）

イ
　
そ
の
者
の
前
年
分
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
分
）
の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得

金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。
）
か
ら
、

当
該
所
得
税
の
額
及
び
当
該
所
得
税
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
額
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
社
会
保
険
料
控
除

の
額
を
い
う
。
）
並
び
に
そ
の
者
の
前
年
度
分
（
四
月
及
び
五
月
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
度
分
）
の
道
府
県

民
税
及
び
市
町
村
民
税
（
都
民
税
及
び
特
別
区
民
税
を
含
む
。
）
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し

て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ロ
　
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
に
必
要
な
費
用
の
月
額
で
あ
っ
て
当
該
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
も
の
と
当
該

配
偶
者
等
に
係
る
も
の
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額

２
　
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
は
、
当
該
世
帯
の
収
入
の
月
額
に

相
当
す
る
額
か
ら
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条
　
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
当
該
世
帯
の
当
該
配
偶
者
以
外
の
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
配
偶
者

二
　
当
該
世
帯
の
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
配
偶
者
で
あ
っ
た
者

（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
給
付
の
程
度
）

第
五
条
　
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
は
、
平
成

二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
世
帯
の
収
入
の
額
が
当
該
配
偶
者
及
び
前
条
各
号
に
掲
げ
る

者
に
つ
い
て
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
額

に
比
し
て
不
足
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
の
申
請
）

第
六
条
　
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
施
行
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
配
偶
者
支
援
金
支
給

申
請
書
を
法
第
十
四
条
第
三
項
又
は
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の

支
援
給
付
の
支
給
を
当
該
申
請
者
に
対
し
て
行
う
都
道
府
県
知
事
、
市
長
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長

に
提
出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
者
が
特
定
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
の
申
請
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
、
市
長
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町

村
長
は
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
す
べ
き
事
実
を
戸
籍
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書

類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
一
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２
　
施
行
日
の
前
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
五
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら

第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
　
番
号
利
用
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）

（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
に
よ
る
自
立
支
度
金
支
給
申
請
書
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
同
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定

配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
よ
る
自
立
支
度
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
一
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
三
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
住
所
の
変
更
又
は
死
亡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
住
所
の
変
更
の
届
出
又
は
死

亡
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
国
民
年
金
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
等
に
係
る
国
民
年
金
手
帳
の
使
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
手
帳
及
び
通
知
書
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
省
令
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
五
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
六
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運

営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
五
月
二
十
七
日
）
か
ら
施

行
す
る
。
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